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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

植物において、微小管は細胞の形の決定や増殖といった細胞の基本的性質に重要な役割を果たす。そのた

め、微小管ネットワークの形成・維持機構を明らかにすることは基本的な形作りや環境応答など、植物の

生存戦略を理解する上で重要である。本研究室では、特に微小管ネットワークの維持機構を明らかにする

ため、微小管脱重合剤 propyzamideに高感受性を示す変異体である phs1-1 (propyzamide hypersensitive 

1)を単離した(Naoi and Hashimoto. 2004)。本研究は PHS1 と微小管の関係を生化学的・細胞生物学的手

法により明らかにすることが目的である。昨年度は、1)PHS1が自己リン酸化活性をもった kinase domain

も持つこと、2)kinase domainは間期微小管を不安定化し、この効果には kinase 活性が必要であること、

3)phosphatase domain は kinase domain の効果を抑えること、を明らかにした。本年度は、PHS1 経路の

更なる理解を深めるために以下二点の実験を行った。第一点は基質の同定である。これまでに本研究で得

られた結果から微小管関連タンパク質が PHS1 の kinase domain の基質である可能性が考えられた。そこ

でシロイヌナズナ培養細胞から精製した微小管関連画分に PHS1 kinase domain を加え、反応させたとこ

ろ基質と考えられるバンドを同定した。現在、質量分析によりこのバンドの解析を行っている。第二点目

としては、PHS1活性化シグナルの同定への試みである。現在微小管に影響を与えると報告されているスト

レスや、微小管が大きく変化する細胞周期などのシグナル系を検討している。この研究をさらに進めるこ

とにより、微小管の脱重合を促すシグナル伝達系が明らかになるものと考えている。 
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分） 
（理由） 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
 

 
13.研究発表（平成２３年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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 〔学会発表〕計（２）件  うち招待講演 計（０）件 
発 表 者 名 発  表  標  題 
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Atypical kinase PHS1は微小管の脱重合を促進する 
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発 表 者 名 発  表  標  題 

藤田智史、Jaromir Pytela、野村有

子、加藤壮英、高林周平、中神弘史、

橋本隆 

Atypical kinase PHS1は微小管の脱重合を促進する 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
第53回 日本植物生理学会 2012年3月18日 京都産業大学 

 
 
 〔図 書〕 計（０）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
14. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（０）件   
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 〔取 得〕    計（０）件  
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15. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


